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研究成果の概要（和文）：本研究では，(1)音響ゴーストキャンセラ手法の設計・ソフトウエア

開発，(2)極低消費電力型実時間音声認識チップの設計・開発・実現を行った。(1)では，様々

なエコー環境に対応できる新しい音声特徴量の設計と音声認識用 Hidden Malkov Model (HMM)

の学習手法を提案し，通常環境での十分なエコー耐性をもつ音声認識方式を実現した。(2)では，

(1)で設計・開発した音声認識システムのハードウエア化を行った。その際に，消費電力が最小

になるような低電圧化・低クロック周波数化・並列パイプライン化を行い，極低消費電力型実

時間音声認識チップの設計・開発・試作を行った。 

 
研究成果の概要（英文）：In this study, the following two important results have been 
obtained: (1) the development of acoustic ghost canceller in automatic speech recognition 
system, and (2) very low power consumption LSI of real time speech recognition.  About 
(1), the new speech feature extraction and the new training method for HMM have been 
proposed and developed.  Using these techniques, the high accuracy of speech recognition 
is shown under actual noisy environment.  About (2), the new hardware design suitable 
for the method of (1) has been proposed. The proposed LSI has been designed with ultra 
low power consumption where lower voltage supply, lower clock rate, and parallel/pipeline 
processing are applied to the proposed architecture. 
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１．研究開始当初の背景 

音声認識は様々な方式が提案され、限定的
な利用に応用されてきた。しかし、その利用
条件が厳しく、現時点でも有効で実用的な方
式やシステムが開発されているとは言いが
たい。特に、あらゆる環境で応用可能な、小

型で低消費な音声認識チップはほとんど開
発されていない。 
特に，エコー環境でのロバスト音声認識方

式の開発や，実時間で動作する低消費電力型
の小型認識システムなどはあまり実現され
ていなかった。 
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２．研究の目的 

本研究では、上記の近距離マイクの条件で、
実用 SN 比である 10dB 以上の定常・非定常を
含む種々の雑音に対する頑健性のほか、1 秒
程度までのエコー環境下で、単語･フレーズ
（２秒以内の短い文）の認識率を 98％と高水
準に保つ、新しい雑音・エコーロバスト音声
認識システム（拡張ロバスト音声認識システ
ム）を設計･開発する。さらにより高度な極
低消費電力技術を導入し、既存の最新音声認
識チップの消費電力に比べ 1/100以下の極低
消費電力を達成する音声認識チップを設
計・開発する。 

 
３．研究の方法 

本研究で提案する 2つの方式について説明
する。 

①音響ゴーストキャンセラ手法の設計・ソ
フトウエア開発 

本提案での音響エコーキャンセラは、オリ
ジナルの音声も、そのエコー成分である音声
も未知であり、観測信号からそのオリジナル
音声だけを推定・抽出することを目的とする。
従って、オリジナル情報のないブラインドエ
コーキャンセラ（ゴーストキャンセラ）とも
見ることができ、複雑度が高いため、従来あ
まり議論されていない。ここでは，様々なエ
コー環境に対応できる新しい音声特徴量の
設計と音声認識用Hidden Malkov Model (HMM)
の学習手法を提案し，通常環境での十分なエ
コー耐性をもつ音声認識方式を実現した。   

②極低消費電力型実時間音声認識チップ
の実現 
音響ゴーストキャンセラとロバスト音声認
識を融合したシステムは、計算複雑度が上が
り、PC などで音声認識を実時間で実行するの
は難しい。このシステムを、実時間で実行で
きるような専用 LSIを開発した。そのために、
(2-1)観測環境（雑音 SN比、エコー環境）に
より、データ形式を動的に変化させ、その結
果、全体の演算量を削減する新技術と、(2-2)
トランジスタ回路の消費電力を極限まで下
げられるサブスレッシュホールド動作とそ
の領域での安定動作を確実にするダイナミ
ックアーキテクチャの新技術を提案した。 
 
４．研究成果 

本研究では，上記の①について，音響ゴー
ストキャンセラ手法の設計・ソフトウエア開
発，②について，極低消費電力型実時間音声
認識チップの設計・開発・実現を行い，当初
の予定の性能を得た。 
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